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1. 楽天グループについて
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Mission

イノベーションを通じて、
人々と社会をエンパワーメントする
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Vision

グローバル イノベーション カンパニー

私たちは世界中の人々が夢を持って幸せに生きられる社会を創るために

知力と創造力と想いを結集し、何事をも成し遂げていく企業文化のもと

常識をくつがえすイノベーションを生み出し続けることを目指します
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世界30ヵ国・地域の拠点において70以上の事業を展開
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+14.6%
 前年同期比楽天グループ売上収益：創業以来26期連続増収

1997年 -2022年 
創業来年平均成長率

+56.9%
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楽天エコシステム（経済圏）

ビジネスモデル

メンバーシップを軸に多用なサービスを結びつける独自の経済圏モデルが
楽天グループの継続的な高成長を実現
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楽天エコシステムの拡大を支えるアセット

Global One Brand

Rich Data

1つのブランドに統合された70以上の to C / to Bサービスを展開

One ID
日本国内で1億以上の楽天IDを保有。ユーザーは1つのIDで様々なサービスを利用可能。
グローバルサービス利用者数は約17億超

Rakuten Point
様々なサービスで貯まる／使える楽天ポイントにより、高い集客力と回遊性を実現

2022年ポイント発行数：約6,200 億・累計ポイント発行数：3.3兆超

1億以上ものIDに紐づいたデモグラフィックや消費行動に関する購買データ
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One Brand

β BP ṡWeb 2022- Ṣ

Web

2022-

1 楽天市場 110.0

2 Yahoo! JAPAN 104.3

3 Google 103.0

台湾 スペインアメリカ合衆国

フランス カナダ

82.3%83.3% 69.5%

85.5% 75.9%

One Brandに統合された70以上の to C / to Bサービス 国内での高いブランド力とグローバルでの認知度

日本国内 Webブランド指数 総合ランキング

グローバル ロゴ認知度（当社調べ。2023年1月）
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One ID／One Point

総合満足度調査 ḱ ךּ︡

ḱ ךּ

ḱ NO.1*1ךּ

2022年度ポイント発行数

累計ポイント発行数

＝対象サービスの条件を達成すると楽天市場でのお買い物がポイントアップするプログラム

1倍 +1倍 +1倍

ṇ

+1倍

・・・

+3倍

*

+16倍

最大

*2

月間アクティブユーザー数*4 4,000 万人超

約6,200 億

ポイント失効率*3

2サービス以上利用
ユーザー比率*5

3.3兆超

2%以下

75.6%

ユーザーは1つのIDで様々なサービスを利用可能。
各サービスで貯まる／使える共通ポイント「楽天ポイント」が楽天グループの高い集客力と回遊性を実現

楽天ポイント 数値データ（2022年末時点）

楽天エコシステム 数値データ（2022年末時点）

回遊性向上施策例 SPU（スーパーポイントアッププログラム）

*1: ṇ ṇ טּ Ḯ2022 11
*2: ṇ פֿ ḭ ṕ Ṗ טּ
*3: 2022 ÷ 2022
*4: 2022 12 ṇ ṇ Ḯ ךּףּ ḭ לּ 1 טּצּ ṇ ṇּצ
*5: 2022 12 פ12ּ וֹףּ 2 ṇ Ṋ פ12ּ וֹףּ ṇ ṕ צּ ṇ Ṗ
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補足：日本国内における共通ポイントの利用動向

2019年以降、6割以上の人が2種類以上の共通ポイントを利用

30.2% 33.5%

23.4% 20.5%
15.6%

28.9%
28.8%

34.3%

18.9%

18.1%

26.1%
26.1%

24.8%

22.1%

21.8%

14.8% 9.9%
13.4%

19.9%

20.6%

1.7% 4.1%

18.6%
23.8%

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

利用している共通ポイントの種類数

利用して
いない

1サービス

2サービス

3サービス

4サービス

ṕ ṖNRI ṡ 1 ṇ ṕ ṖṢ 2015 ṕn=10,050Ṗḭ2018 ṕn=10,065Ṗḭ2021 ṕn=10,164Ṗ
ṡ 1 ṇ ḱ ṕ ṖṢ 2016 ṕn=10,070Ṗḭ2019 ṕn=10,604Ṗ
Ṗ פּ Ḯּך￼ ḱ ḱ ḱ ︢

楽天グループは各国のユーザー特性に
応じたプログラムを提供

アメリカ

台湾

フランス

キャッシュバック

ポイントバック

キャッシュバック

グローバルでも「オトク」は人気
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Rich Data

購買

online offline

EC

ID

購買データ

ḱ
ṇ
ṇ

質の高いID

ṇ ḱ

ṇ

1億超のID*1 、70超のサービス*1を有するエコシステムに蓄積される膨大かつ多様なデータ

*1: 2022 12
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*1 2019 פּ  2022
*2 ṡ Ṣ
שּ 3*
*4 ṡ Ṣ

2000 2022

33.8兆円
+23.0%

2000 年 ë 2022年の
年平均成長率

+39.2%

楽天銀行 預金残高

グローバル流通総額

2005 2022

楽天トラベル国内宿泊流通総額*3

対2019年比

*4 - 93.8%

+12.9%

広告事業 売上高

2016 2022

*5 - 1.4%

+17.4%

2005 2022

楽天カード ショッピング取扱高

*6 +7.9%

+24.1%

2005 2022

直近3年間の
年平均成長率*1

*7 +5.3%

+36.3%

2000 2022

5.6兆円
+12.3%

直近3年間の
年平均成長率*1

*2 +2.1%

国内EC流通総額

直近3年間の
年平均成長率*1

直近3年間の
年平均成長率*1

+14.0%

エコシステム経営による強固なポートフォリオマネジメント

楽天エコシステムを軸にした経営が、経済環境、天候、新型コロナ等パンデミックに影響されにくい
強固なポートフォリオマネジメントを可能とし、各業界で高い成長を持続

*5 ṡ ṇ Ṣ
*6 ṡ ṇ ṇ Ṣ
*7 
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2021 Highlights
グローバル
流通総額

国内EC
流通総額

+23.0% 

連結売上収益

33.8兆円 5.6  兆円 1.9 兆円 1,774 億円

Non-GAAP
営業利益

YoY YoY YoY YoY
+12.3% +14.6% +9.6% 

ṕ ḱ Ṗקּ

楽天カード
ショッピング取扱高

楽天カード
発行枚数

楽天証券
総合口座数

楽天銀行
口座数

+25.8% 
YoY YoY YoY YoY

+11.9% +21.1% +13.3% 
18.2兆円 2,808 万枚 864 万口座 1,339万口座

2022  
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20% 80 %

イノベーションを加速させるコーポレートカルチャー

2012 Ṍ Ḯ ︣ ךּ
 Ḯṡ Ṣ
צּ

32,000+ / 100+

É 従業員に占める日本国籍／外国籍比率*1

É 従業員数／国籍数*2

ダイバーシティ 多様性こそがイノベーションの原動力

◆Englishnization （社内公用語英語化）

*1  2022 12 Ḯ ṇ Ḯ
*2  2022 12 Ḯ ṇ Ḯ

2010 פּ 8 ḭ
TOEIC 300

Ḯ

アントレプレナーシップ 社員一人ひとりに根付く実業家精神

︡ ךּ Ḯ ︣
ḭ ṇ ṇ ḭ ṇ

Ḯ Q&A Ḯלּ
︢ ︣ כֿ ḭ

ṇ ṕ Ṗ בֿ Ḯ

◆朝会

Ṭ ḱ
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コーポレートガバナンス
多様なバックグラウンドを持った経営陣が
長期的に経営にコミット

17%58%

ESG：サステナビリティへのコミットメント

社外取締役

三木谷 浩史 穂坂 雅之

チャールズ B.
 バクスター

安藤 隆春 サラ J. M. ウ
イットリー

御立 尚資

7 2

V MSCI *2 ṕMSCI ḭMSCI ESG
ṇ ṇ ḱ Ṗ

V FTSE4Good Index SeriesḭFTSE Blossom Japan Indexḭ
FTSE Blossom Japan Sector Relative Index

V Dow Jones Sustainability World Indexḭ

Dow Jones Sustainability Asia Pacific Index
V S&P / JPX ṇ ḱ

*2 ṇ MSCIצּ כֿ ḭּף ṇ וֹףּ MSCI ḭ
ḭ ṇ ṇ ḭMSCI ṇ

ḭ ḭ ︡ ḮMSCI ḲMSCIḭMSCI
ףּ ḭMSCI שּ︡ ṇ ṇ ︣Ḯ

百野 研太郎

村井 純

武田 和徳 廣瀬 研二

セダール・
二ーリー

羽深 成樹

58%

7
25%

3

Social (社会) 人材開発・ダイバーシティ・ウェルネス

Environment ( 環境) 外部評価・表彰

主なIndex への組み入れ

学び続ける組織を目指す
キャリア開発

多様な従業員の尊重・
サポート

従業員の心身の健康及び社会的
なウェルビーイング向上

ṕ Ṗ ṕ Ṗ

ṕ A-Ṗ
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目標

ESG：カーボンニュートラル達成に向けて

ṕ2021 Ṗ

ṇ ṇ *1 ṇ
ṕ Ṗ

2023 β2022

︣ ︣
100% ṇ

ṇ
ṕ Ṗ

2023
ṇ Ḳ11.6Ṿ
ṇ Ḳ100Ṿ*2

*1 ︣ ṕGHGṖ ︣ כֿ ︡ ︣(Scope 1+2)
*2 ṇ ︣ ṡFIT Ṣ ︡ḭ 100Ṿ

削減施策と優先順位

GHG
排出量

(Scope  1＋2)

再エネ切替え

エネルギー利用効率化

カーボン
クレジット調達

ṇ ḭ ṇ ṇḭ ךּףּ ḭ
ṇ כֿלּ ṇ

ḭ ףּ ḭ
ṇ100Ṿ ṇ

ḭ ṇ צּנּ CO2
︡ḭ ṇ

β ︣ ︣ כֿ ︡ ︣ (Scope 1 + 2)
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2. 各セグメントについて
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各セグメント売上収益推移ṕ Ṗ

677.7
788.5 871.3

999.2 1,085.9

424.5

486.4
576.2

619.0
663.4

88.8

123.9

172.5

227.5

368.7

-89.5 -134.8 -167.9 -164.0 -190.1

FY2018 FY2019 FY2020 FY2021 FY2022

1,927.9

1,681.8

ṇ ṇ
ṕ +8.7%Ṗ

ṕ +7.2%Ṗ

ṕ +62.0%Ṗ

ṕ +14.6%Ṗ

1,101.5

1,263.9

1,455.5
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各セグメントNon-GAAP営業損益ṕ Ṗ

113.7 104.6
36.9

103.4 78.2

67.9 69.3

81.3

89.1
98.7

-19.4
-73.9

-227.3

-421.2
-492.8

FY2018 FY2019 FY2020 FY2021 FY2022

-225.0 -325.6

ṇ ṇ
ṕ -297 Ṗ

ṕ +10.8%Ṗ

ṕ -134 Ṗ

ṕ -100.6 Ṗ

-102.7

95.1161.1
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インターネットサービスセグメント
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インターネットサービスセグメントの構成

インターネットサービス

セグメント
国内EC コアビジネス 楽天市場

楽天トラベル

楽天リーベイツ（Rebates ）

楽天ビック

楽天GORA

成長投資ビジネス
楽天スーパーロジスティクス

楽天西友ネットスーパー

楽天ラクマ

楽天ビューティ

Rakuten Fashion

その他インターネットサービス 海外EC Rakuten Rewards

海外広告

コミュニケーション&コンテンツ

Rakuten Viber
Rakuten Kobo
Rakuten Viki

Rakuten TV

ポータル運営

スポーツ事業 東北楽天ゴールデンイーグルス

マイノリティー投資事業 楽天キャピタル

等

等

等

等

等

主なサービス
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+19.4%

 +37

-408

インターネットサービスセグメントの売上収益推移・ Non-GAAP営業損益推移

271,889 291,456 288,885

49,538
82,260 99,560

549,904

625,468
697,428

2020 2021 2022

871,331

999,185

1,085,873

売上収益 売上収益(百万円)

EC( )

EC( )

ṇ ṇ

Non-GAAP営業損益(百万円)

34,346

135,154
99,080

113,233

-39,519-48,662 -43,199

-10,218
-19,250

-7,214

2020 2021 2022

36,920

103,351
78,203

5,752

-1,029

EC( )

EC( )

ṇ ṇ ṕ ṇ Ṗ

ṇ ṇ ṕ Ṗ

 +11.5%

+21.0%

 -0.9%

-100

*1 ḭ ḭ ṇ ḭ ḭ ṇ ḭ Open Commerce ḭHungleadḭBICḭHome life Directḭ Car 

*2  Fashion 1st Partyḭ C2C ḭ ṇ ṇḭ ḭ ṇ ṇḭ ḭ ṇ ṇ ṇ
*3 ṇ ṕ Ṗ

*1

*2

*1

*2
*3
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流通総額

業界他社比較

楽天国内ECの継続的な成長

楽天国内ECは日本最大級の規模と成長率を誇る

Â לּ קּ ḭ
קּ קּ EC *1*2 ךּ

V 国内EC流通総額5.6兆円突破
V 10兆円の早期到達を目指す

エコシステム 楽天の強みであるエコシステム効果は国内EC内でも順調に成長

2000 2009 2013 2017 2020 20212022

1兆円
達成

2兆円
達成

3兆円
達成

4兆円
達成

5兆円
達成

5.6兆円

（前年同期比:+12.3% ）

10兆円

2030
* 1 EC ṕ ḭקּ ṖṬ ḭ ṕ Ṗḭ ḭ ṇ ḭKoboṕ Ṗḭ ḭ ḭ ṇ ḭ
ṇ ḭRakuten24 ḭCarḭ ḭRebatesḭ ṇ ṇḭ ṇ ṇ ṇ Ḯ

*2 Q4/21 ḭ EC ṇ ḭ ṇ ṇ ṇ ḭKoboṕ Ṗ Ḯֿכ ḭךּ Ḯ

(10 /LTM)5,630

3,637

933
540

Mercari
ZOZO

Z Holdings

国内 EC 国内主要EC会社の過去12ヵ月間(LTM) 流通総額*1比較

אל 1* פּ 12
  - Z Holdings: + ṇ
  - Mercari וֹףּ : GMV
  - ZOZO:

Q4/22 ：楽天市場 + 各ECサービスをクロスユースしているユーザー数*1の対前年同期比

ファッション
楽天ファッション事業*1は日本のファッション業界でも圧倒的
な存在感を示している

*1 לּ ṕ ḭ ḭ ṇ ḭ ṇ ṇ Ṗ ︡

*2 ZOZOTOWN ṕQ4/21 -Q3-22Ṗ

*1 ṇ טּצּ ṇ ṇ ṇ

インターネットサービスセグメント（国内EC全体）
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ポートフォリオ
マネジメント

日本のEC浸透率は各国と比較しても低く、
大きな成長ポテンシャルを秘めている 更なる売上高成長・収益性向上に向けて

Â EC וֹ
Â ṇ קּ ḭקּ ḭ
Â ︣ כֿ

ḭ ṇ ︣

*1 ḭ ḭ ṇ ḭ ḭ ṇ ḭ Open Commerce ḭHungleadḭBICḭHome life Directḭ Carḭ

*2  Fashion 1st Partyḭ C2C ḭ ṇ ṇḭ ḭ ṇ ṇḭ ḭ ṇ ṇ ṇ ḭ

EC20

9

32

13

World Average

各国のEC浸透率(%)

インターネットサービスセグメント（国内EC全体）

日本における
業界成長ポテンシャル

日本のEC業界規模*2

( )

8.2 9.0 9.9
11.9 12.6 13.3 13.9 14.4

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 E 2024 E
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( )

売上高推移 コアビジネス
・楽天市場はコロナ後も定着率が上昇
・楽天トラベルの流通総額はコロナ前と比較しても大きく成長を実現

・コアビジネスは堅調な成長率を実現
・成長投資ビジネスはコアビジネスと比較しても更に高い成長率を実現

2020 2021 2022

549,904

49,538

625,468

82,260

697,428

99,560

コアビジネス*1

成長投資ビジネス*2

+12.6%
2 -CAGR

+41.8%
2 -CAGR

2020 2021 2022

99,080

-48,662

113,233

-43,199

135,154

-39,519

コアビジネス*1

+16.8%
2 -CAGR

成長投資ビジネス*2

91.4億円改善

2022 vs 2020

( )

2Q/11 4Q/22

78.2%
定着率*1

2022年国内宿泊流通総額*2

+12.9% 
2019

טּ 1* ︡ ṇ ṇ ḭ ︡ ṇ ṇ

שּ 2*

成長投資ビジネス
・物流事業、楽天西友ネットスーパーの物流施設は順調に拡大
・ユーザーの利便性向上を図り、更なる満足度向上を目指す

JP楽天ロジスティクス 楽天西友ネットスーパー

(楽天市場)

56,000 超

ṕ2022 12 Ṗ

出店店舗数

Non-GAAP
営業利益推移

・コアビジネスの利益成長率は売上高成長率より高い
・成長投資ビジネスの収益は着実な改善が進む

*1 ḭ ḭ ṇ ḭ ḭ ṇ ḭ Open Commerce ḭHungleadḭBICḭHome life Directḭ Carḭ

*2  Fashion 1st Partyḭ C2C ḭ ṇ ṇḭ ḭ ṇ ṇḭ ḭ ṇ ṇ ṇ ḭ

*1 ḭ ḭ ṇ ḭ ḭ ṇ ḭ Open Commerce ḭHungleadḭBICḭHome life Directḭ Carḭ

*2  Fashion 1st Partyḭ C2C ḭ ṇ ṇḭ ḭ ṇ ṇḭ ḭ ṇ ṇ ṇ ḭ

インターネットサービスセグメント（国内EC：コアビジネス・成長投資ビジネス）
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Non-GAAP営業利益 (百万米ドル)売上高 (百万米ドル)

Rakuten Rewards世界各国で展開している楽天サービス

海外事業における
強固な顧客基盤

世界各国で多くの人々に利用されている

*1 2022 12 30 ṇ ṇ ףּ AVODṕAdvertising Video On DemandṖ ṇ ṇ

10.8 11.4 12.1

2020 2021 2022

流通総額 (十億米ドル)

17.0

56.1

62.8

FY2020 FY2021 FY2022

738.2

873.9

990.5

FY2020 FY2021 FY2022

+13.3%
前年同期比

+12.0%
前年同期比

+5.8%
前年同期比

インターネットサービスセグメント（その他インターネットサービス）

その他インターネット
サービス（海外事業）

堅調な成長を続けるRakuten Rewards

2022 12
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保有

*1:  ṇ ṕ Ṗ
*2:  2022 12 Ḯ ṇ שּ
ṕLyftḭ ḭ Ṗ
*3:   2015 ḭ שּ

インターネットサービスセグメント（その他インターネットサービス：楽天キャピタル*1）

( Ḳ )

投資額
(2012-2022Q4)

Exit 額

公正価値 + Exit額

保有額

286.9

139.3

197.6

89.3
( )

( )

Gain +147.6
ROI  +113%
IRR     +18%

パフォーマンス*2  

フィンテック

モバイル / AI その他
サステナビリティ

( )

( )

ポートフォリオ*2  

売却済*3

37

インターネット ライドシェアリング ヘルスケア

投資件数*3 ：

投資戦略

Á投資先選定：

Å צּ קּ ḭ
פּ ḱ

Å ḱ ṇ ḭ ṇ ḱ
ṇ  

Á付加価値：

Å ︡ ḭ ףּ בֿ
ṕITḱ ṇ Ṗ

Å Web ṇ KPI ḭ Ṅ
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フィンテックセグメント
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フィンテックセグメントの構成

フィンテックセグメント 楽天カード 楽天カード

楽天銀行 楽天銀行

証券事業 楽天証券

楽天ウォレット

楽天投資投資顧問

保険事業 楽天生命

楽天損保

楽天少額短期保険

楽天保険の総合窓口

楽天ペイメント 楽天ペイ

楽天ポイントカード

楽天Edy

楽天キャッシュ

主なサービスセグメント内区分け
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-20.0%

-10.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

ṕ ṖḲ
クレジットカード

ショッピング取扱高*1

No.1

カード発行枚数
(2022年12月時点)

2,808 万

日本

ṇ

ṇ

14年連続
顧客満足度*2

No.1 楽天カード
クレジットカード業界*3

（楽天カード除く）

30.5%36.8%79.9%

*1 2021 ṕ Ṗ 2022 11
*2 2022 ṇ *3 ḭ ṇ ḭ ṇ
*4 :  ṡ 2021 Ṣ2020 וֹףּ ṇ ṕ Ṗ ṡ Ṣṡ Ṣ ṡ Ṣ ︣

ハイライト 国内トップクラスのクレジットカード KPI ショッピング取扱高

クレジットカード業界の成長余地*4市場機会 中期目標「トリプル３」成長戦略

フィンテックセグメント（楽天カード）

カード発行枚数 2,155
ṕ2020 12 Ṗ

2,808 万枚
ṕ2022 12 Ṗ

3,000 万枚

ショッピング
取扱高

11.5
ṕ2020 Ṗ

18.2兆円
ṕ2022 Ṗ

30兆円

取扱高シェア 19.7%
ṕ2020 4 Ṗ

23.4%
ṕ2022 4 Ṗ

30.0 %

FY2020

+21.3%

FY2021

+26.0%

FY2022

+25.8%

国内

ṕ Ṗ
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口座数*1

(ネット銀行)

No.1

新規口座数

+157万

多様なサービス

個人ローン、住宅ローン、
外貨預金、バイバー送金等

預金残高比較*3

(2021 Ṍ2022
)

ネット銀行各社口座数比較 (2022年12月末時点)

プライム市場へ上場

楽天銀行株式会社は、2023年4月21日に
東京証券取引所プライム市場へ新規上場。

株式上場を通じて、より自律的な
経営視点を持ちながら成長戦略を遂行。

ṕ Ṗ

ṕ Ṗ

*1 ṇ ṕ2022 12 Ṗ 
*2 ḭ ￼ḭ ṇ ︡ ︡ ךּ Ḯ ṡ ḱ ḱ וֹ ךּ Ṣ ṥ Ṧ Ḯ
*3 ṕ2022 12 Ṗ

ハイライト 日本最大のネット銀行*1

市場機会 預金残高からみるネット銀行の成長余地

KPI ネット銀行口座数においてNo.1*2

成長戦略 “第二の成長ステージ”における成長戦略の遂行

フィンテックセグメント（楽天銀行）

1,339 

668 
591 

503 

A B C

8.8

15.1

17.3

119.7

137.8

楽天銀行

地方銀行B

地方銀行A

都市銀行B

都市銀行A
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新規口座開設数
（2022年1～12月時点）

+153万

証券口座数
（2022年12月時点）

864 万

楽天ポイント投資が可能

V投資信託
V日本株式
V米国株式 等

*1 2022 12 ṇ ṇ ḭ ḮA 2021 3 ḭB ḭD טּ ḭC Ḯ
*2 * Ḳ2022 ṡ Ṣ

*3 1 130 ︡

864  万

楽天証券

D  304

C   382

B   535

日米家計金融資産の比較

日本米国

ḱ ḭ ḭ

2,005
 兆円

15,015
 兆円*2

A  604

証券総合口座数の各社推移*1

ハイライト KPI 証券口座数の比較

証券業界の成長余地 収益源の多様化 市場機会 成長戦略

新規口座開設は堅調に成長

フィンテックセグメント（楽天証券）
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ḭ ḭּצ

ḭ ḭ ḭ
ḭ

וֹ ṕ Ṗ

ḱּף ךּ ḱ צּקּ
קּ ףּ אל

保険料のお支払いで、
楽天ポイントを付与*1

1%

楽天保険の総合窓口戦略
楽天グループシナジー
を活用したユニークな

サービス

トラベル保険
ワンクリックゴルフ

保険 等

ネットでも対面で
もワンストップ
サービスを提供

ףּ 1* טּצּ ︣Ḯ ︣ ṇ ṇ ṇ פֿ שּ Ḯךּאל
*2 Ḳ ṡ 2021 Ṣḭ ṡ 2021ṕ 3Ṗ Ṣ

ハイライト 楽天グループシナジーを活用したユニークなサービス サービス 保険事業のサービスラインナップ

市場機会 保険業界の市場規模*2 成長戦略 楽天エコシステムとのシナジーを拡大

フィンテックセグメント（保険事業）

生命保険 損害保険

30 8 .8
兆円兆円 ḱ
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ṇ

ṇ

IC ṇ

ṇ

日本のフルキャッシュレス比率を2025年までに40％までとする目標*3 楽天グループアセットを活用した機能拡充で、多様なニーズに応える

20XX
( )

2025
( )

*1 ḭ Edyḭ ṇ 600 ḭ IC ṇ 150 ṕ2022 10 Ṗ
*2 ḲJapanese Customer Satisfaction Index
*3 Ḳ  ṡ ḱ Ṣḭ2018
*4 Ḳ ṡ2022 ︡ ︡ Ṣṕ2023 4 Ṗṡ ︣ Ṣṕ2023 3 Ṗ

2022

顧客満足度スコア*2

全ての指標で上位
に選出

2022 JCSI

36%

ハイライト 楽天ペイメントのアセットとグループにおける立ち位置 サービス ペイメント事業のサービスラインナップ

市場機会 日本におけるキャッシュレス市場の成長余地 成長戦略 楽天ペイアプリの戦略的拡張

楽天ペイの利用可能箇所*1

600 万箇所 +
交通系ICカード150万店舗

お支払い元 利用先

QR ṇ וֹ ךּ

ATM

QR ṇ NFC

FeliCa ṇ ṇ

楽天グループへの入口

新規楽天会員の

４人に１人
は楽天ペイメント経由

決済の
フルデジタル化36% 40%

*4

フィンテックセグメント（ペイメント事業）
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モバイルセグメント
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モバイルセグメントの構成

モバイルセグメント 楽天モバイル 移動通信サービス（MNO/MVNO）

楽天シンフォニー Open RANベースの通信インフラプラットフォーム、

サービス等の開発・提供

楽天エナジー 電気・ガス・エネルギー関連サービス

楽天コミュニケーションズ 個人・法人向けIP電話サービス、

高速光回線インターネットサービス、クラウドサービス

サービス内容
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楽天モバイル：3つのフェーズでの展開

2024-
フェーズ1

2020 -2022

ṇ

急速に基盤確立

フェーズ2
2023

リーンな経営の確立

ṇ ḱ
ṇ ṇ

1 2

3 4

ARPU*3

*1Ṋ

AST SpaceMobile*2

וֹ

5

黒字化及び
国内No.1モバイルキャリア

への道

フェーズ3

*1: 2023 5 ךּףּ ︣ טּ ḭ ךּ Ḯ700MHz 2023 צּ
*2: 2024 AST SpaceMobile ︢ ṇ ︡ ךּ ḭצּ צּ ךּ טּ
*3: ARPUṬ ṇ ÷
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4G人口カバー率

楽天モバイル：フェーズ1急速な基盤確立

4G屋外基地局の開設数

総務省提出の開設計画
「人口カバー率96％」の到達

と比較し約４年の前倒し

23.4%

96.0% 98.4%

2,819

10,984

33,905

2020/12 2021/12 2022/12

57,358

2019/12

(2020/4)

2023/4

52,003

2020/3 2023/42022/2

魅力的な料金プラン

顧客基盤は着実に拡大

MNO MNO
ṕ Ṗ ṕ Ṗ

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80 ,000

90,000

100,000

0 50 100 150 200

MNO Sub-Brand A

MNO Sub-Brand C

GB GB

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

0 50 100 150 200

MNO Sub-Brand B

MNO B

MNO A

MNO C

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80 ,000

90,000

100,000

0 50 100 150 200

MNO Sub-Brand A

MNO Sub-Brand C

GB GB

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

0 50 100 150 200

MNO Sub-Brand B

MNO B

MNO A

MNO C

100GB
200GB

2,980 ( )
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2023年6月開始の新ローミング契約・新料金プラン

楽天モバイル：フェーズ2 リーンな経営の確立
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ロイヤリティの高いMNO契約者が着実に増加

楽天モバイル：フェーズ2 契約者獲得・ARPU拡大

ARPU解約率の改善

* ARPUṬ ṇ ÷ ḮQ1FY2023
︡ כֿ ḭ ךּ
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エコシステム利用の拡大

楽天市場への貢献

楽天モバイル：楽天エコシステムへの貢献

3.3

70  

Å

( )

Å

6,200

17

Å ṕ Ṗ

Å

1

Å

MNO

MNO MNO 1

* MNO ṇ ṇ : 2020 4 Ṍ2022 4 ︡ ךּ ךּ ṇ ṇḮNon-MNO ṇ ṇḲMNO
ךּ ṇ ṇḮ 

* ṇ ṇ ( ṇ )Ḯ

*1 MNO ṇ ṇ : MNO ṇ ṇḭ פּ 1 Non MNO ṇ ṇ נּ ṇ ṇḮ
*2 Non MNO ṇ ṇ פּ : ể טּ MNO ṇ ṇ לּ ḭ פּ 1 MNO ṇ
ṇ נּ ṇ ṇḮ

*3 MNO ṇ ṇ Non MNO ṇ ṇ 1 Ḯ
פּ 4* ể ︡ ךּ ṇ ṇ וֹףּ Ḯ

* 2022 4 פּ 2023 3 צּ ︡ḭ פּ 12 צּ ︡ ṇ ṇ(
︡ ṇ ṇ צּ( Ḯ

* ḭ פֿ ḭ ṇ ṇ 12 12 ṕ 2022 4 פּ 2023 3 Ṗ
︡ Ḯ
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事業内容

β2022 12

19

14
Ṯ ṯ

5.48億ドル
ṕ Ṗ

/

β E2EO: End to End Orchestrator, 
OSS: Operation Support System

End to End 

4G/5G 

Fronthaul

Midhaul

DWDM

MBH

DWDM

MBH

vRAN (ORAN) MEC

3,400+

40

16

主要なトラックレコード

単位: 

פֿ

פּ

設立来の収益

11
61 67 88 90

231

11

72

139

227

317

548

Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4
2021

売上収益: 72百万ドル
2022

売上収益: 476百万ドル

楽天シンフォニー：世界の通信事業者にソリューションを提供
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広告事業
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売上高成長 楽天広告事業の強み 楽天広告事業は幅広いデータを多く蓄積楽天の広告事業*1の売上高は堅調な成長を実現

成長戦略 成長に向けたグローバル広告プラットフォームの構築業界ポテンシャル 業界も順調に成長しており、楽天広告事業も更なる成長を見込む

1,116
1,294

1,579
1,830

2019 2020 2021 2022

*1 ṕ ṇ ṇ ḱ ḱ Ṗ אל ṕ Ṗ
*2  10 ḭ11
*3  ṡ ṇ ṢḮ2022 12 ḭ10 ḱ11

Ḳ ṡ ṕ2012 -2022 ṖṢ

日本国内の広告事業

売上高 (億円) 対業界売上高成長比較

+15.9% 前年同期比

(3年-CAGR:17.9%)

1億以上の楽天IDに基づ
く消費行動分析データ

（を蓄積）

オンライン・オフライン
双方のデータ
（を蓄積）



47

3. その他
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創業者プロフィール

三木谷 浩史
ṇ

1965 Ḯ1988 ḭ ṕ
￼ Ṗ Ḯ1993 ṇ ṇ MBA Ḯ

ḭ1996 ṇ Ḯ1997 2
ḱ ṇḱ ṕ ṇ Ṗ

︡ḭ 5 ṇ ḱ ṇ ṡ Ṣ Ḯ
ḭ ṇ ︡ ḭE ṇ ḭ ḭ ḭ

70 ṇ
︣ Ḯ
ḭ2011 ṇ ṇ ḭפּ

2012 6 ︡ Ḯ
Ĥ ṇ

ḭ ḱ ḭלּ ṕ Ḳ
ḱ ṇ Ṗ Co-CEO Ḯ
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楽天の歴史

1997.2
株式会社エム・ディー・エム ( 現 楽天グループ株式会社) 設立

ṇ ṇ ︢ ךּ ︡ Ḯ ︡ ḭ ṇ ḭ קּ
ךּ ḭ ︣ ︢ נּ לּ ︡ ךּ לּךּ ךּ ︡ Ḯ

צּ ḭ Ḯ ךּ ︡ ṡ Ṣ ︡ שּ ḭ
ḭṡ Ṣ ︡ Ḯ

1997.5
『楽天市場』オープン

ṡ ṇ Ṣךּ ḭ אל ḭ ṇ ṇ שּ שּ ḭ
וֹ לּ ︡ ךּ לּךּ ḭ ṇ ḱ ṇ ṣ Ṥ Ḯ 6 ḭ

ṇ ṇ1 ḭ13 ṇ Ḯ

2000
株式公開とグループ形成

ḭ ︡ שּקּ אל ḭ M&A ︢ ḭ ṡ
ṕ ṖṢ ︣ קּ קּ וֹפּ Ḯ

2002
『楽天ポイント』の発行開始

ṣ Ṥ ךּ ṇ צּ אל ṣ Ṥ ṇ Ḯ ḭ ṇ
Ṅ ṇ ︣ כֿ צּ Ḯ
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2004
『東北楽天ゴールデンイーグルス』誕生

ṡ ṇ פּ ךּ ḮṢךּ לּךּ ךּ ḭ ︡ ︡ Ḯ50
ṣ ṇ ṇ Ṥּצ ︡ḭṡ Ṣ צּ כֿ Ḯ

2005
『楽天カード』発行開始

ṇ Ḯ וֹ שּ ṡ Ṣ לּ ︡ Ḯ

2008
EC事業で初の海外展開

ṣ Ṥ ṇ ḭEC ךּףּ Ḯ

2009
楽天エコシステムの拡大

ṇ ṇ צּ ḭṡ Ṣּאלצ Ḯ

2006
楽天エコシステムの構想

ṇ Ṅ ṇ ︡ ṇ וֹ ṡ
ṕ ṖṢ Ḯֿכ שּ︡ ףּ ︣ ךּ︡ ︡ כֿשּךּ Ḯ
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2012
英語を社内の公用語に

(Englishnization) ḭ2010 1 4 ḭ וֹ ṇ ḭצּ ṇ
︣ ṡ לּ לּ ︡ Ṣךּ ︡ כֿ פּ ︡ Ḯ
Ṅ ṇ וֹ ḭשּ כֿ ḭ קּ
טּ ṇ אל אל קּ וֹפּ Ḯ

2013
『楽天イーグルス』日本シリーズ初優勝

ṡ ṇ ṇ Ṣּצ ṇ ︡ḭ פּ Ḯ

2017
『FCバルセロナ』パートナーシップ開始

ṡFC Ṣ 2017-2018 ṇ פּ ṡ ṇ ṇ ṇṢּף ṡ ṇ &
ṇ ṇ ṇṢ Ḯ

ṇ ṣRakutenṤ ḭצּ Ṅ ךּ ︣Ḯ

2015
『ヴィッセル神戸』楽天グループに

︡ḭJ ṇ Ḯ ṇ ṇ ︡ḭ ṇ Ḯ

東証一部に上場

אל ︡ḭ Ḯ
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2019
携帯キャリア事業開始

ṡ Ṣּצ ︡ ṇ Ḯ ךּ ṇ ︢ ṡ
בֿ Ṣ צּ ︡ Ḯ ṇ ṡ

ṇ Ṣ פּ ךּ ︣Ḯ

2020
5Gサービス開始、ニューノーマル時代を見据えO2Oの強化

ḭ צּ ︡ Ḯ
וֹ ḭ ṇ בֿ ︡ ḭפּ ךּףּ O2O ṇ ṇ ︣

︣ ḭ ṇ ṇ נּ ךּ ︡ Ḯ ḭṡ Ṣ ḭ
5G קּ ṡRakuten UN-LIMIT VṢ ︡ ︡ Ḯ

2022

Rakuten Symphony 始動

ṇ ḱ Rakuten Symphonyṕ Ḳṡ ṇṢṖ Ḯ
וֹ ṇ ︣ קּ ︡ ︡ Ḯ

2021
日本郵政グループと楽天グループが資本・業務提携に合意

ḭ ḭ ṇ ṇ (DX) וֹ ḭ ṇ ṇ
צּ ḱ Ḯ

創業25周年、「技術力」を活かし新たな価値創出へ。「グリーン社会」実現への歩みも加速

25 Ḯ ḭנּ ṇ ṇ אל ︡ Ḯ ṇ ṇ
︣ ḭ ︡ ṇ וֹפּ ṡGo Green TogetherṢ ︡ ︡ Ḯ



אל טּ ḭ ︣ טּ Ḯ
Ṅ ḭ שּקּ טּצּ כֿ פֿ שּ Ḯךּאל ḭ

︣Ḯ
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